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ステップ

パーティションコマンダー8

の特長

パーティションコマンダー8は、ハードディスク内の

パーティションをグラフィカルに操作できるソフトで

す。また、複数のOSを切り替えて起動する「システム

コマンダーパーソナル」も付属しています。まずは、

本製品の特長を紹介しましょう。

最近のハードディスクは非常に容量が大きく、そのよ

うなハードディスクを1つの領域として使うのは、あまり

効率がよくありません。たとえば、OS／アプリケーショ

ンとデータファイルとを別のドライブに保存すれば、仮

にOSがクラッシュしたとしても、データファイルへの損

害が出にくくなります。

このように、ハードディスクを複数の領域（パーティシ

ョン）に分けると便利になる場合があります。しかし、

Windows標準の機能では、既存のパーティションの中

身を保ったまま、パーティションのサイズを変えることは

できません。

パーティションコマンダー8を使うと、ハードディスク

内のパーティションをさまざまに操作できます。ユーザ

パーティションを操作できる

ーインターフェースはWindowsと同じなので、操作も

分かりやすくなっています。

なお、パーティション

コ マ ン ダ ー 8は 、

Windows 2000／XP

のNTFSパーティション

にもインストールできる

ようになりました。

Windows XP上でのインストールも可能

ハードディスクの状況を表示する

パーティションコマンダーの基本となるのは、「パーテ

ィション操作」の画面です。この画面では、次のような操

作が行えます。

・パーティション状態を表示する
ハードディスク上の現在のパーティションの状況を、グ

ラフィカルに表示できます。

基本的な処理はパーティション操作画面で

パーティションコマンダー8
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ステップ パーティションコマンダー8
の特長

・パーティションを新規に作成する
ハードディスク上の空き領域（パーティションに割り当

てられていない領域）に、新しいパーティションを作成で

きます。Windows Meで使われているFAT32や、

Windows 2000／XPで使われるNTFSをはじめとし

て、多くの種類のパーティション作成に対応しています。

また、このバージョンからはLinuxのExt3とReiserFS

のパーティションにも対応しています。

・パーティションのサイズを変更する
パーティションのサイズを増やしたり減らすことができ

ます。新しいパーティションを作るために既存のパーテ

ィションのサイズを減らしたり、空き領域を使ってパーテ

ィションのサイズを増やしたりするのに使用します。

多くの種類のパーティション作成に対応している

パーティション
のサイズを変更
する

・パーティションを移動する
1台のハードディスクの中で、パーティションの位置を

移動できます。パーティション間の空き領域を詰めて、

整理するようなときに使用します。

パーティション
を移動する

パーティションをコピーする

・パーティションをコピーする
同じハードディスクの中や、違うハードディスクとの間

で、パーティションをコピーできます。パーティションの

バックアップなどに便利です。

パーティションのファイルシステムを変換する

・パーティションを変換する
FAT←→FAT32、FAT←→NTFS、FAT32←→

NTFSでパーティションのファイルシステムを相互変換

できます。Windows MeからWindows XPにアップグ

レードした場合などに使用します。また、パーティション

コマンダー8では、Windows 2000／XPのダイナミ

ックディスクから、ベーシックディスクに戻す機能も追

加されました。

・パーティションを削除する
ハードディスク上の既存のパーティションを削除でき

ます。
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ディスクアクセス速度を上げる

構成を改善する

OSを追加する

パーティションウィザード

ドライブ領域を増やす

複雑な処理はパーティションウィザードで

手順が複雑な処理は、「パーティションウィザード」を使

って順を追って行います。パーティションウィザードには、

次のような機能があります。

・ドライブ領域を増やす
ハードディスク内の空き領域を既存のパーティション

に割り当てたり、あるパーティションの中で使われてい

ない部分を他のパーティションに割り当てることができ

ます。

・ディスクアクセス速度を上げる
Windows 98／Meのスワップファイルを、専用パー

ティションに配置する機能です。

・構成を改善する
OS／アプリケーション用とデータ用のパーティション

を分けるなど、ハードディスクの構成を良くするための

機能です。

・OSを追加する
新しいパーティションを作成し、そこにOSをインスト

ールできるように準備をします。ハードディスクに空き領

域がなければ、既存のパーティションが自動的に縮小さ

れます。

BigDriveにも対応

最近のハードディスクには137GBを超える容

量のものもありますが（BigDrive）、パーティショ

ンコマンダー8はBigDriveにも対応しています。

最新の200GB超のドライブでも動作を確認して

います。



7

ステップ パーティションコマンダー8
の特長

間違った操作を元に戻すBackStepウィザード

複数のOSを共存させるシステムコマンダーパーソナル

パーティションの操作を間違うと、大事なデータが壊

れてしまう、ということも考えられます。そこで、間違っ

て行った操作を元に戻す「BackStepウィザード」という

機能が用意されています。

なおBackStepウィザードは、パーティションコマン

ダー8をハードディスクから起動した場合のみ使用でき

ます。

BackStepウィザードで操
作を元に戻せる

パソコンの起動時にOSを切り替えられる

システムコマンダーパーソナルの使用／未使用を切り替えられる

パーティションコマンダーの姉妹製品として、「システ

ムコマンダー7Plus」があります。これは、1台のパソコ

ンに複数のOSをインストールして、パソコンの起動時

にそれらを切り替えて使用できるようにするソフトです。

パーティションコマンダーには、システムコマンダー

の簡易版である「システムコマンダーパーソナル」が付

属しています。簡易版とはいえ、一般のユーザーにとっ

ては十分な機能が装備されています。Windows Me／

2000／XPはもちろんのこと、MS-DOS／PC-DOS

などのDOS系のOSや、LinuxやFreeBSDなどの

UNIX系OSなど、幅広いOSに対応しています。

パーティションコマンダーでOSインストール用のパ

ーティションを作り、そこに新しいOSをインストールす

れば、OS選択メニューにそのOSが自動的に追加され

ます。

なお、システムコマンダーパーソナルは、必要なけれ

ば使わないように設定できます。複数OSを共存させな

い場合は、システムコマンダーパーソナルを使わない設

定にするとよいでしょう（12ページ参照）。
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ステップ

インストールする前の

注意事項

パーティションコマンダーをインストールする際に

は、いくつか注意すべき点があります。これらの点は

必ず守ってください。

バックアップをとる

ウィルスチェックソフトとの併用

パーティションコマンダーはハードディスクの重要な

情報（MBR：マスターブートレコードなど）を書き換えま

す。そのため、作業中に停電が起こるなどのトラブルが

起こった場合、Windowsが起動しなくなったり、ハード

ディスク内のファイルが壊れたりなどの問題が発生する

可能性があります。

パーティションコマンダーをインストールする前には、

Windows環境やデータファイルなど、必要なファイル

はバックアップしておいてください。

特に、パーティション操作を行う場合、停電などがあ

るとファイル破損が起こる可能性が高くなります。その

ような時のためにファイルを修復する機能も用意されて

いますが（リスタートディスク）、万が一の場合に備えて、

パーティションを操作する前には必ずバックアップを行

ってください。

ウィルスの中には、MBRを書き換えて動作するタイプ

のものがあります。そのため、ウィルスチェックソフトに

は、MBRを監視する機能が多くの場合、備えられてい

ます。そのようなソフトでは、MBRが書き換えられると、

MBRを元に戻す処理が行われる場合があります。

パーティションコマンダーに同梱のシステムコマンダ

ーパーソナルはMBRにインストールするので、ウィルス

チェックソフトによっては、システムコマンダーパーソナ

ウィルスチェックソフトでMBRをスキャンしない設定にする

ルをウィルスだと判断してしまう可能性があります。その

場合は、ウィルスチェックソフトのMBR監視機能をオフ

にしてから、パーティションコマンダーをインストールし

ます。

なお、ウィルスチェックソフトのMBR監視機能の詳細

については、個々のウィルスチェックソフトのマニュアル

やヘルプを参照してください。
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ステップ インストールする前の
注意事項

BIOSのMBRチェック機能もオフにする

ウィルスチェックソフトだけでなく、パソコンのBIOS

にもMBRをチェックする機能が備えられていることが

あります。その場合も、パーティションコマンダーのイン

ストールがうまくいかないことが考えられます。

BIOSにMBRチェックの機能がある場合は、それをオ

フにしてからパーティションコマンダーをインストールし

ます。

ディスク圧縮ソフトの問題

ハードディスクの容量が十分でないパソコンの場合、

ディスク圧縮ソフトを使って容量を増やしている方もい

るかもしれません（たとえば、マイクロソフトの

DoubleSpaceなど）。そのような場合、パーティション

コマンダーは圧縮されていない部分にインストールする

必要があるなど、設定がやや複雑になります。

また、圧縮する必要があるということは、ハードディス

クの容量が十分にないということです。そのような環境

では、複数のOSを共存させるのはかなり厳しいでしょ

う。現在、大容量のハードディスクは比較的安価に購入

できるようになっています。無用なトラブルを避けるた

めにも、ハードディスクを大容量のものに交換してから、

パーティションコマンダーをインストールすることをお

勧めします。

なお、ディスク圧縮ソフトとパーティションコマンダー

を併用した場合は、サポート対象外となります。

ダイナミックディスクについて

Windows 2000/XPでは、ハードディスクを「ダイナ

ミックディスク」に変換すると、複数台のハードディスク

を1台にまとめて使ったり、パーティションの容量を自由

に変えられるなど、いくつかのメリットがあります。

しかし、パーティションコマンダーはダイナミックディ

スクには対応していません。パーティションコマンダー

を使う場合は、通常のハードディスク（ベーシックディス

ク）が必要です。パーティションコマンダー8は、ダイナ

ミックディスクからベーシックディスクへの変換を行うこ

とができます。

BIOSでもMBRをチェックしない設定にする
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ステップ

パーティションコマンダー8

をインストールする

それでは、パーティションコマンダー8をインストー

ルしましょう。インストールの際には、「起動ユーティリ

ティディスク1」と「リスタートディスク2」を作るために、

空のフロッピーディスクが2枚必要になります。

パーティションコマンダーのCD-ROMをドライブにセッ

トすると、自動的にインストーラが起動する

製品のインストー

ルをクリックする

パーティションコ

マンダー8のイン

ストールをクリッ

クする

「ようこそ」の画面が表示されたら、

次へボタンをクリックする

ファイルのコピーが終わったら、次へ

ボタンをクリックする

使用許諾契約書を読んで、次へボタ

ンをクリックする

次へボタンを

クリックする

次へボタンを

クリックする
はいを選ぶ

ユーザ名と会社

名を入力する
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ステップ パーティションコマンダー8
をインストールする

システム設定が終わったら、次へボタ

ンをクリックする

次へボタンを

クリックする

フロッピーディスクをドライブにセッ

トして、次へボタンをクリックし、起

動ユーティリティディスク1を作る

起動ユーティリティ

ディスク1とリスタ

ートディスク2のチ

ェックを確認する

同様の手順でリスタートディスク2も作る

説明ファイルを表示

するかどうかを選ぶ
次へボタンを

クリックする

完了ボタンをクリックして、

インストールを完了する

Windowsを再起動するとこの画面が表示されるので、

Enterキーを押す

これ以後は、マシンの起動時にこのようなメニューが表

示される。カーソルキーで起動したいOSを選んで

Enterキーを押すと、そのOSが起動できる
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ステップ

パーティションコマンダー8

をアンインストールする

パーティションを使う必要がなくなった場合は、アン

インストールができます。また、システムコマンダーパ

ーソナルの使用／不使用を一時的に切り替えることも

可能です。

システムコマンダーパーソナルを
一時的に使用不可にする

システムコマンダーパーソナルを使用するのを一時的

に止めると、マシンの起動時にすぐにOSが起動するよ

うになります。

「System Commanderは使用不可になりました」と

いうメッセージが表示される
アンインストール画面が表示されるので、一時的

にSystem Commander Personal Edition

を使用不可にするを選ぶ

次へボタンを

クリックする

OKボタンをクリックする

スタートボタンを

クリックする

すべてのプログ

ラムを指す

Partition

Commander

を指す

アンインストール

をクリックする



13

ステップ パーティションコマンダー8
をアンインストールする

システムコマンダーパーソナルを使用不可にした後、

再度使用可能な状態に戻すこともできます。

システムコマンダーパーソナルを
使用可能の状態に戻す

パーティションコマンダーをアンインストールする手

順は、次のようになります。

パーティションコマンダーを
アンインストールする

前ページの㈰～㈬手順でアンインストー

ル画面を開き、PartitionCommander

を完全にアンインストールするを選ぶ

次へボタンを

クリックする

OKボタンをクリックする

次へボタンを

クリックする

スタートボタン

をクリックする

すべてのプログラム

を指す

Partition Commander

を指す

コンソールをクリックする

次へボタンを

クリックする

次へボタンをクリックする
マイコンピュータ等でCドラ

イブを開き、その中にある

「SC」フォルダを削除する

System Commander

Personal Editionの使用

可能を選ぶ
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ステップ

パーティションを

理解しよう

パーティションコマンダーはパーティションを操作する

ソフトですが、そもそも「パーティション」はどういうも

のでしょうか？　インストールの前に、まずパーティシ

ョンについて解説しておきます。

ハードディスクをパーティションに
分割する

私達が大きな箱に物を片付ける場合、中に仕切りを

入れていくつかの部分に分けて、物を整理して片付け

ることがあります。

ハードディスクのパーティションも、これと同じよう

なものです。ハードディスクはソフト的に複数の領域に

分けることができるようになっていて、それぞれの領域

のことを「パーティション」と呼びます。

たとえば、ハードディスクを2つのパーティションに

ハードディスク

パーティション

パーティション

パーティション

1台のハードディスクを複数のパーティションに分割する

パーティションには、基本パーティション／拡張パーテ

ィション／論理パーティションの3つの種類があり、それ

ぞれで用途が違います。

基本パーティションは、

主にOSをインストールす

るために使用します。た

いていのOSは、基本パ

ーティションにインストー

ルして使うようになってい

ます。

拡張パーティションは、

ハードディスクを細かくパ

ーティションに分ける際に

使用します。拡張パーテ

ィションの中には論理パー

ティションを作ることがで

き、それによってパーティ

ションを細かく分けます。

論理パーティションは、

主にデータファイルを保存

するために使用します。

分けて、片方にWindows等のOSをインストールし、

もう片方にデータファイルを保存する、ということもで

きます。

基本パーティション／拡張パーティション／論理パーティション

OSによっては論理パーティションに直接インストールで

きるものもありますが（Linuxなど）、できないものもあ

基本パーティション0
OSインストール用

基本パーティション1
OSインストール用

論理パーティション1
データ用

論理パーティション0
データ用

拡張パーティション

パーティションの作り方の例



15

ステップ パーティションを理解しよう

パーティションの数の制限

ります（Windowsなど）。

たとえば、ハードディスクを4つのパーティションに分

け、そのうちの2つにOSをインストールし、残りの2つ

をデータファイル用にするとしましょう。その場合、基本

パーティションを2つと拡張パーティションを1つ作り、拡

張パーティションの中に論理パーティションを2つ作成し

ます。

1台のハードディスクには、基本パーティションと拡張

パーティションを合わせて4個まで作成できます。ただし、

拡張パーティションは、ハードディスク1台につき1つし

か作ることができません。したがって、基本パーティショ

基本1つ 基本

基本2つ 基本

基本1つ＋拡張1つ 基本 拡張

基本

基本3つ 基本 基本 基本

基本2つ＋拡張1つ 基本 基本 拡張

拡張1つ 拡張

基本4つ 基本 基本 基本 基本

基本3つ＋拡張1つ 基本 基本 基本 拡張

ンと拡張パーティションの組み合わせ方は、次のような

パターンになります。

なお、拡張パーティションの中の論理パーティションの

数には特に制限はありません。

パーティションの組み合わせのパターン
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パーティションとファイルシステム

パーティションとドライブ名

パーティション内のファイルの管理方法は、OSによっ

て異なっています。この管理方法のことを「ファイルシ

ステム」と呼びます。パーティションを作る際には、その

パーティションをどのようなOSで使うのかを考えて、フ

ァイルシステムを決めるようにします。

また、複数のOSからアクセスできるようにしたいパー

ティションは、それらすべてのOSが対応しているファイ

ルシステムにする必要があります。たとえば、Windows

Me/Windows XP/Linuxの3つのOSを共存させる場

合、これらすべてのOSでアクセスできるようにするには、

FATかFAT32のパーティションを作る必要があります。

ただし、FATでは2GBの容量制限があるので、現実的

にはFAT32を使うことになるでしょう。

名前

FAT

内容 対応するOS

MS-DOS時代から使われ続けているファイルシステ

ム。多くのOSが対応している。ただし、パーティショ

ンのサイズが2GBに制限される
ほとんどのOS

FAT32

FATの「最大サイズ2GB」の制限を取り払って、大

容量のハードディスクに対応させたもの。ただし、対

応するOSが幾分限定される

Windows 95 OSR2以降

/98/Me/2000/XP、

Linux、FreeBSDなど

NTFS
Windows NT以降で採用されたファイルシステム。

セキュリティ面を中心に、FATに比べてさまざまな機

能強化がなされている

Windows NT/2000/XP、

Linux、FreeBSDなど

ext3
ext2を拡張したファイルシステム。事故等でファイ

ルが壊れても、復旧できる可能性が高くなっている Linux

ext2 Linuxで標準的に使われているファイルシステム Linux

FreeBSD UFS（Berkeley Fast File System） FreeBSD

ファイルシステムの種類

個々の基本パーティションと論理パーティションに

は、CやDなどのドライブ名が付きます。ドライブ名は

基本パーティションから割り当てられ、その後で論理パ

ーティションに割り当てられます。

たとえば、ハードディスクが2台あり、それぞれに基

本パーティションと論理パーティションが1つずつある

場合、ドライブ名の割り当ては次のようになります。

1台目の基本パーティション → Cドライブ

2台目の基本パーティション → Dドライブ

1台目の論理パーティション → Eドライブ

2台目の論理パーティション → Fドライブ

つまり、ハードディスクが2台以上あって、1台目に

論理パーティションがある場合、2台目以降のハードデ

ィスクに基本パーティションを作るとドライブ名がず

れることになります。この点は注意が必要です。
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ステップ マルチブートしてみよう
ステップ

マルチブートしてみよう

パーティションコマンダーには、「システムコマンダ

ーパーソナル」という機能も用意されていて、複数の

OSを切り替えて起動することができます。これを「マ

ルチブート」と呼びます。ここでは、その仕組みを簡

単に解説しておきましょう。

OSが起動するまでの流れ

パソコンの電源を入れてしばらくするとOSが起動しま

すが、そこまでの流れを図にすると次のようになります。

OSの起動の際には、「MBR」（マスターブートレコー

ドの略）が重要な役割をします。MBRはハードディスク

の一番最初のセクタに保存されています。パソコンの

BIOSは、システムの初期化を行った後、MBRをメモリ

に読み込んで実行します。MBRはハードディスクから

OSのローダープログラムを読み込み、そこに処理を移

します。それによって、OSが読み込まれて起動するよう

になっています。

パソコンの電源を入れる

BIOSによるシステムチェック
が行われる

MBR内の起動プログラムが
実行される

起動プログラムがOS読み出し
プログラムを読み込む

OSが起動する

OSが起動するまでの流れ

システムコマンダーパーソナルは
MBRを置き換える

通常のMBRは、ある1つの決まったOSを起動する処

理が入っています。たとえば、Windows Meをインスト

ールすると、MBRにはWindows Meを起動するための

処理が書き込まれます。

しかし、MBRの内容を変えれば、複数のOSを切り替

えて起動する処理を入れることもできます。システムコ

マンダーパーソナルは、そのような仕組みを使ってマル

チブートを行います。

なお、MBRはサイズが小さく、システムコマンダーパ

ーソナル全体を格納することはできません。そのため、

システムコマンダーパーソナルの本体はCドライブにイ

ンストールされます。

システムコマンダーパーソナルが
インストールされたMBR

Windows Me

Windows XP

Linux

その他各種のOS

システムコマンダーパーソナルが
複数のOSを切り替えて起動する

システムコマンダーパーソナルでOSを切り替えて起動する

MBRとパーティションテーブル

MBRには「パーティションテーブル」という情

報も入っています。パーティションテーブルには、

基本パーティションと拡張パーティションの配置情

報が入っています。
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ステップ

パーティションウィザード

の使い方

パーティションの操作は、パーティションウィザード

で行う方法と、手動で行う方法があります。まずは、

パーティションウィザードの起動方法や画面の見方な

どを紹介します。

パーティションウィザードの起動

パーティションウィザードの起動手順は、次のようにな

ります。

マシン起動時のOS選択メニューで、

Alt＋Pキーを押す

パーティションウィザードを初めて起動

すると英語で警告メッセージが表示さ

れるので、OKボタンをクリックする

パーティション操作に関する注意事項が表示される

パーティションウィザードのメニューが表示される

次へボタンをクリ

ックする
起動時にこの画面を表示

するのチェックをオフに

すれば、次回以降はこの

画面は表示されなくなる

Windowsが起動している状態で、デスクトップ

上のパーティションウィザードのアイコンをダブル

クリックし、メッセージに対してOKボタンをクリ

ックすれば、パソコンが再起動して、その後にパ

ーティションウィザードが起動さ

れます。

パーティションウィザードの
アイコン

OKボタンをクリックするとパーティションウィザードが起
動する
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ステップ パーティションウィザードの
使い方

パーティションウィザードの機能

パーティションウィザードには、次の機能があります。

ドライブの領域を増やす
パーティションの中で使われていない部

分（未使用領域）を他のパーティションに移

動したり、ハードディスクの空き領域をパー

ティションに割り当てることができます。

ディスクアクセス速度を上げる
Windows 95／98／Meでは、アプリケ

ーションを複数起動するなどしてメモリが不

足すると、「スワップファイル」というファイル

にメモリの内容を一時的に退避して、その

後の処理を続けるようになっています。

このスワップファイルを専用のパーティシ

ョンに格納することで、スワップファイルの

処理効率が良くなります。「ディスクアクセス

速度を上げる」は、そのための機能です。

構成を改善する
この機能では、パーティション内の無駄な領域を有効

活用できるようにしたり、パーティションを丸ごとコピー

したり、OSを追加でインストールするためのパーティシ

ョンを作成することができます。

OSを追加する
この機能では、OSをインストールするために、新しい

パーティションを作成できます。

パーティションの手動操作
パーティションの作成／削除／サイズ変更などを手動

操作で行う場合は、「パーティションのマニュアル操作」

を選びます。手動操作の手順は、この後のページで順次

解説していきます。

パーティション内の未使用領域を他のパーティションに移動できる

スワップファイルを専用のパーティションに格納することで効率をアップさせる

OSを追加するためのパーティションを作成できる

パーティション内の無駄な領域を有効活用できるようにする
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ステップ

パーティション操作画面の

見方

パーティションの作成／削除／サイズ変更などを手

動で行うには、「パーティション操作」の機能を使いま

す。ここでは、パーティション操作の画面の見方を解

説します。

パーティション操作の起動

パーティション操作の機能は、次の手順で起動します。

マシンを起動し、OS選択メニューを表示する

パーティションウィザードが起動する

Alt＋Pキーを押す

パーティションの

マニュアル操作

を選ぶ

次へボタンをクリ

ックする

パーティションコマンダーのスタートメ

ニューで「パーティション操作」を選んで

も、パーティション操作画面に移行するこ

とができます。

操作方法について
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ステップ パーティション操作画面の
見方

パーティション操作画面の見方

パーティション操作の画面は、次のような構成になっています。

パーティション操作画面の見方

操作する対象の

ドライブを選ぶ

作成やサイズ変

更など、パーティ

ションに対して行

う操作を選ぶ

パーティションの

種類の凡例

現在選択中のドライブの

パーティションの状況

拡張パーティションがある場

合、その中の論理パーティシ

ョンの状況も表示される

現在選択しているドラ

イブについて、容量等

の情報が表示される

ドライブの詳細な情報

が表示される

詳細情報ボタン

をクリックする
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ステップ

パーティションを

作成するには

ハードディスクに空き領域があれば、そこに新しい

パーティションを作ることができます。パーティション

の作成は、パーティションの手動操作の画面から行い

ます。

基本パーティション／
論理パーティションの作成

空き領域をクリックする

作成ボタンをクリックする

基本を選ぶ
次へボタンをクリ

ックする

基本／拡張のどちらも作れる状態の時はこのメッセージ

が表示される

空き領域の一部をパーティションに割り当てる場合、

次の画面が表示される

パーティションの容量

をMB単位で指定する

パーティションの種類を

設定するをチェックする

次へボタンを

クリックする

次へボタンを

クリックする

パーティションを空き領域の始め／終わ

りのどちらに作るかを指定する

作成するパーティションの種類を選ぶ

（ここではFAT32）

次へボタンを

クリックする
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ステップ パーティションを
作成するには

続行ボタンをクリックする

パーティションに対応するOSの情報が表示される

パーティションが作成される（しばらく時間がかかる）

パーティションができると、その状態が表示される その後、拡張パーティション内に論理パーティションを作
成する状態になるので、手順 以降の操作を行う

空き領域が必要

パーティションを新規作成するには、ハードディ

スクに空き領域（パーティションに割り当てられて

いない領域）が必要です。ハードディスクのすべて

の領域がパーティションに割り当てられている場合

は、サイズ変更の機能を使って空き領域を作って

から新規に作成します。

手順㈫の画面で拡張を

選ぶ

次へボタンを

クリックする

次へボタンを

クリックする

拡張パーティションに割り

当てる容量をMB単位で

指定する

拡張パーティションの作成
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ステップ

パーティションを

削除するには

ハードディスク上のパーティションを削除することもで

きます。

基本パーティション／
論理パーティションの削除

基本パーティション／論理パーティションを削除する手

順は、次のようになります。

削除したいパーティションを選択する

ツール→削除メニューを選ぶ

パーティションのボリュームラ

ベルを入力する

次へボタンをクリックする

続行ボタンをクリックする

削除後の状態が表示される

パーティションを削除すると、中に入っているプロ

グラムやデータはすべてなくなります。

注意
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ステップ パーティションを
削除するには

拡張パーティションの削除

拡張パーティションも削除することができます。その際、

拡張パーティション内に論理パーティションがあれば、それ

もすべて削除されます。

拡張パーティションを選ぶ

ツール→削除メニューを選ぶ

警告メッセージが表示される

拡張パーティションが削除され、その後のパーティションの

状態が表示される

パーティションを間違って削除した場合、それを取り消す

こともできます。この操作は、パーティションを削除し

た直後のみ実行可能です。

削除前の状態に戻る

次へボタンをクリックする

続行ボタンをクリックする

削除の取り消し

元に戻す→削除を元に戻すメニュー

を選ぶ
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ステップ

パーティションのサイズを

変更するには

パーティション操作の画面では、既存のパーティショ

ンを小さくして空き領域を作ったり、また空いた領域を

使ってパーティションを大きくするなど、パーティション

のサイズを変更できます。

サイズ変更の手順
パーティションのサイズを変更する手順は、次のよう

になります。

変更後のサイ

ズをMB単位

で指定する

パーティション操作を起動し（手順は20ページ

参照）、サイズを変更したいパーティションを選

択する

サイズ変更ボタンをクリックする

次へボタンをクリック

する

操作方法について

1つの操作を行う場合、

操作方法が1つとは限り

ません。

たとえば、手順㈪でサ

イズ変更ボタンをクリッ

クしましたが、これはツー

ル→サイズ変更メニュー

を選んでも同じ操作にな

ります。
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ステップ パーティションのサイズを
変更するには

サイズ変更と他の機能を組み合わせる

パーティションのサイズ変更と他の機能を組み合わせると、次のようなことが行えます。

1つの大きなパーティションを複数のパーティションに

分けたい場合、まずそのパーティションのサイズを小さ

くして空き領域を作り、その空き領域に新しいパーティシ

ョンを作成します。

パーティション作成の方法は「ステップ9 パーティシ

ョンを作成するには」（22ページ）を参照してください。

パーティションを分割する

サイズ変更の機能でパーティションのサイズを小さく

すると、そのパーティションの後ろに空き領域ができま

す。前に空き領域を作りたい場合は、サイズを変更した

後、そのパーティションを後ろいっぱいに移動します。

パーティションの移動方法は「ステップ16 パーティ

ションを移動するには」（32ページ）を参照してください。

パーティションの前に空き領域を作成する

パーティション

パーティション 空き領域

サイズ変更

パーティション パーティション

新規作成

パーティション

パーティション 空き領域

サイズ変更

空き領域 パーティション

移動

パーティションの分割の仕組み パーティションを移動すれば空き領域を移動できる

サイズ変更の処理が行われる（しばらく時間が

かかる）

処理が終わると、変更後の

パーティションの状況が表示

される
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ステップ

パーティションを大きくする

には（空き領域を使用）

－パーティションウィザード

ハードディスクに空き領域（パーティションに割り当

てられていない領域）がある場合、それを使って既存

のパーティションを大きくすることができます。この

操作はパーティションウィザードで行います。

ドライブ領域を増やすを選ぶ

次へボタンをクリックする

次へボタンをクリックする

空き領域の検索を選ぶ

この領域を追加す

るパーティション

を選択するを選ぶ

次へボタンをクリッ

クする

次へボタンをクリ

ックする

OKボタンをクリック

する

パーティションのサイズを大きくする処理が行われ（しば

らく時間がかかる）、処理が完了するとメッセージが表示

される

操作対象のドライブを選ぶ

大きくしたいパーティション

を選ぶ
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ステップ パーティションを大きくする
には（未使用領域を使用）
－パーティションウィザード

ステップ

パーティションを大きくする

には（未使用領域を使用）

－パーティションウィザード

あるパーティションの未使用領域（パーティション

内で使われていない領域）を、別のパーティションに

割り当てることもできます。この操作もパーティション

ウィザードで行います。

ドライブ領域を増やすを選ぶ

次へボタンをクリックする

次へボタンをクリックする

未使用領域を他のパーティシ

ョンに移動するを選ぶ

移動元のパーティ

ションを指定する

移動先のパーティ

ションを指定する

移動する容量をMB

単位で指定する

次へボタンをク

リックする

移動の処理にはしばらく時間がかかる

移動が終わるとメッセージが表示される

OKボタンをクリックする
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ステップ

パーティションを

コピーするには

－パーティションウィザード

ハードディスク上のあるパーティションを、同じハ

ードディスクの空き領域や、他のハードディスクの空き

領域にコピーすることができます。この処理は、パー

ティションウィザード／手動操作のどちらでも行えま

すが、ここではパーティションウィザードの手順を解

説します。

構成を改善するを選ぶ

複製元のドライブ／パーティ

ションを選ぶ

パーティションの複製

を選ぶ

次へボタンをクリッ

クする

次へボタンをクリッ

クする

次へボタンをクリッ

クする

複製先のドライ

ブを選ぶ

パーティションがコピーされる（しばらく時間がかかる）

コピー終了後にパーティション操作画面を開くと、コピ

ー後の結果を見ることができる
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ステップ パーティションを
コピーするには
－手動操作

ステップ

パーティションを

コピーするには

－手動操作

あるパーティションをコピーし、それと同じ内容のパー

ティションを作ることができます。この機能は、OSのイ

ンストールの際にパーティションをバックアップする場合

などに使用すると便利です。

パーティションをコピーするには、そのパーティション

のサイズより大きな空き領域が必要です。空き領域がな

い場合は、「ステップ11 パーティションのサイズを変更

するには」（26ページ）の手順で既存のパーティションを

小さくして空き領域を作ってください。

パーティションをコピーするには、パーティション操作の画

面で次のように操作します。

コピー前の準備

コピーの手順

コピーしたいパーティションを選ぶ

コピーボタンをクリックする

コピー先のドライブを選ぶ

コピー先の空き領域を

選ぶ

次へボタンを

クリックする

続行ボタンを

クリックする

コピー先が基本パーティションになる場合は、このメッセー

ジが表示される

コピーにはしばらく

時間がかかる

コピーした後の結果が表示される

注意

OSのパーティションをコピーしても、OSの種類に

よってはコピー先のパーティションから起動できない

場合があります。
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ステップ

パーティションを

移動するには

ハードディスク内では、パーティションの位置を移

動することができます。パーティションの配置を整理

するときに使用すると便利です。

移動前の準備

移動の手順

パーティションを移動するには、移動したいパーティシ

ョンに隣接した空き領域が必要です。空き領域がない場

合は、「ステップ11 パーティションのサイズを変更する

には」（26ページ）の手順で既存のパーティションを小さ

くして空き領域を作ってください。

パーティションを移動するには、パーティション操作の画

面で次のように操作します。

移動したいパーティションを選ぶ

移動ボタンをクリックする

移動する方向を選ぶ

移動する量をMB

単位で指定する

次へボタンを

クリックする

移動の処理が行われる（しばらく時間がかかる）

移動後の結果が表示される
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ステップ ファイルシステム
を変換するにはステップ

ファイルシステムを

変換するには

パーティションのファイルシステムは変換が可能で

す（一部のファイルシステムのみ）。OSによってアク

セスできないファイルシステムがあるので、その問題

を解決するときに使用すると便利です。

変換時の注意

この機能では、FAT←→FAT32、FAT←→NTFS、

FAT32←→NTFSのいずれかの変換が行えます。また、

Windows 2000／XPではハードディスクを「ダイナミ

ックディスク」でフォーマットできますが、それを通常の

ディスク（ベーシックディスク）に戻すことも可能です

ただし、FATはサイズの上限が2GBなので、それ以

上のサイズのFAT32／NTFSパーティションをFATに

変換することはできません。

変換の手順

パーティションを変換する手順は次のとおりです。

変換に関するメッセージが表示される

変換するパーティションを選択する

詳細→変換メニューで変換

方法を選ぶ

次へボタンを

クリックする

続行ボタンをクリックする

変換元／先のどちらかがNTFSの場合この画面が表示

される

変換の処理が行

われる（しばらく

時間がかかる）

変換が終わるとパーティションの状態が表示される

タイムゾーンとして大阪、札幌、

東京、ソウル、ヤクーツクを選ぶ

OSの言語でJapanese

を選ぶ 完了ボタンを

クリックする
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ステップ

パーティションの表示／

非表示を切り替えるには

パーティションを非表示にして、 から認識されない

ように設定することもできます。また、非表示から表示の

状態に戻すことも可能です。

パーティションを非表示にする

パーティションを非表示にする手順は、次のとおりです。
パーティションを表示する

パーティションを表示する手順は、次のとおりです。非表示にしたいパーティションを選ぶ

詳細→非表示メニューを選ぶ

OKボタンをクリックする

パーティションの状態に「非表示」と表示される

表示したいパーティションを選ぶ

詳細→表示メニューを選ぶ

OKボタンをクリックする

OS
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ステップ Windows Me/2000/XP
とWindows Me/XPを
共存するには

ステップ

WindowsMe/2000/XPと

WindowsMe/XPを

共存するには

システムコマンダーパーソナルを使うと、1台のパ

ソコンに複数のOSをインストールして、起動時に切

り替えることができます。ここでは、Windows

Me／2000／XPがインストールされているパソコ

ンにWindows Me／XPをインストールして、切り

替えられるようにする手順を解説します。

パーティションウィザードで
インストール用パーティションを作る

まず、パーティションウィザードを使って、Windows

Me／XPをインストールするためのパーティションを作

ります。

OSを追加するを選択する

次へボタンをクリックする

次へボタンをクリックする

インストール用パーティションの容量

を設定する

タイプとしてWindows

9x／2000／XPを選ぶ

次へボタンをクリックする

インストール用パーティションが作成される（しばらく時

間がかかる）

完了ボタンをクリックする
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パーティションウィザードの画面に戻る

キャンセルボタンをクリッ

クする

スタート→終了メニューを

選ぶ

Windows Me／XPのインストールディ

スクをドライブにセットしてから、OKボ

タンをクリックする

Windowsのインストール

インストール用パーティションが作成できたら、

Windows Me／XPをインストールします。Windows

Meのインストールは、通常通り行えばOKです。一方、

Windows XPの場合は、インストール先パーティション

と、ファイルシステムの設定に注意します。

「OSを追加する」の機能でWindows Me／XP用のパ

ーティションを作ると、そのファイルシステムはFAT32

になります。ファイルシステムをNTFSにしたい場合は、

Windows XPのインストールの途中にファイルシステム

を指定するステップがあるので、ここでNTFSフォーマッ

トを指定します。

インストール先としてC:の

パーティションを選ぶ

ファイルシステムをNTFSにする場合

は、NTFSファイルシステムを使用して

パーティションをフォーマットを選ぶ
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ステップ Windows Me/2000/XP
とWindows Me/XPを共
存するには

Windowsをインストールすると、パソコンの起動時

にOS選択メニューが表示されなくなることがあります。

これは、Windowsのインストールプログラムによって、

MBRが書き換えられるために起こります。

そのような場合は、パーティションコマンダーの起動

ユーティリティディスク1をドライブにセットして、パソコ

ンを起動してください。これによって、システムコマン

ダーパーソナルのMBRが復元されます。

これ以後は、パソコンの起動時にOS選択メニューが

表示されるようになり、複数のWindowsを切り替えて

起動できるようになります。

Fキーを押してパーティションをフォー

マットし、Windows XPのインストー

ルを進める

OS選択メニューで複数のWindowsを切り替えられる

システムコマンダーパーソナルを
更新する

手動操作でWindows Me／2000とWindows XPを共存させる

ここでは、Windows XP用のパーティションを、

「OSの追加」の機能で作りました。しかし、手動で

パーティションを作り、そこにWindows XPをイ

ンストールすることもできます。その場合は、1台

目のハードディスクに基本パーティションを作れば

OKです。また、ファイルシステムはNTFSにする

とよいでしょう。

その際、ハードディスクの全域が既にパーティシ

ョンに割り当てられていれば、まず個々のパーテ

ィションを縮小します。

なお、Windows XPをWindows Me／2000

から完全に独立させてインストールすることも可

能です。Windows XPのインストールを始める前

に、パーティション操作の画面でWindows XP以

外の入っているパーティションを選び、そのパーテ

ィションを非表示にしておきます。

Windows XP以外のパーティション

を選ぶ

詳細→非表示メニューを選ぶ
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ステップ

Windows

Me/2000/XPとLinux

を共存するには

システムコマンダーパーソナルは、様々なOSに対

応しています。Linuxにももちろん対応していて、

Windows Me／2000／XPとLinuxを共存させ

ることもできます。

Linuxのインストール用に
空き領域を作る

ハードディスクに空き領域がない場合、パーティション

操作を起動し、既存のパーティションのサイズを小さく

して、Linuxをインストールするための空き領域を作り

ます。

サイズを小さくするパーティション

を選ぶ

サイズ変更ボタンをクリックする

変更後のサイズを指定する

次へボタンをクリックする

サイズが変更される（しばらく時間がかかる）

ファイル→ウィンドウを閉じるメニューを選び、

パーティション操作のウィンドウを閉じる
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ステップ Windows
Me/2000/XPとLinux
を共存するには

スタート→終了メニューを

選ぶ

LinuxのCDをドライブにセット

して、OKボタンをクリックする

Linuxをインストールする

この後、Linuxをインストールしていきます。基本的に

は、普通にインストールを進めていけばOKです。まず、

先ほど作った空き領域の中に、Linux用のパーティショ

ンとスワップパーティションを作ります。

ただし、Linuxのブートローダの格納先には注意が必

要です。ブートローダはLinuxのパーティションにインス

トールしてください。たとえば、RedHat Linux 9では

次の手順で設定します。

高度なブートローダ

オプションの設定を

オンにする

次ボタンをク

リックする

ハードディスクの8GB超

の領域にLinuxをインスト

ールする場合は、LBA32

の強制使用をチェックする

次ボタンをク

リックする

dev/hda2ブートパーティションの最

初のセクタをオンにする

パーティションコマンダーで
Linux用のパーティションを作成する

パーティションコマンダーでは、Linux用のパー

ティションも作成できます。作成手順は、ステップ

9「パーティションを作成するには」（22ページ）を

参照してください。

Linuxを使用するには、Linux本体をインストー

ルするパーティションと、スワップパーティション

の2つのパーティションが必要です。なお、Linux

本体用のパーティションは「Linux Ext2」か

「Linux Ext3」に、スワップパーティションは

「Linux Swap」にします。
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手順㉃でLBA32の強制使用をチェックし

た場合、このメッセージが表示されるので、

LBA32を強制使用ボタンをクリックする

この後は画面の指示に従ってインストールを進める

インストール終了後にパソコンを起動すると、OS選択

メニューにLinuxが追加される

OS選択メニューにLinuxが
追加されない場合

Linuxのインストール方法によっては、OS選択メニュ

ーにLinuxが追加されない場合があります。そのときは、

次の手順で手動で追加します。

OS選択メニューでAlt＋Dキー

を押す

Oキーを押す

OS追加の画面になるので、

Alt＋Aキーを押す

Pキーを押す

カーソルキーでLinuxのパーティション

を選び、Alt＋Tキーを押す

なお、この方法でも追加できない場合は、パーティシ

ョン操作の画面で何らかの操作を行い（アクティブ/ブ

ート可能の設定等）、その後パソコンを再起動します。
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ステップ パーティション操作を
元に戻す/OSのアンインストール
－BackStepウィザード

ステップ

パーティション操作を
元に戻す
/OSのアンインストール
－BackStepウィザード
パーティション関係の操作を行った後で、その操作

を取り消したい場合は、「BackStepウィザード」とい

う機能を使います。OSのアンインストールも、この機

能を利用して行うことができます。

ウィザード実行前の注意

BackStepウィザードでパーティション操作を取り消し

た場合、その取り消した操作を元に戻すことはできませ

ん。たとえば、パーティションを作成した後、BackStep

ウィザードでその作成を取り消してそのパーティションを

削除した場合、削除を元に戻すことはできません。

また、パーティション操作の内容によっては、

BackStepウィザードを実行できない場合があります。

たとえば、パーティションを削除して、同じ場所に新しい

パーティションを作った場合、削除の操作を取り消すこと

はできなくなります。

BackStepウィザードは、次の手順で実行します。

BackStepウィザードの手順

スタートボタンを

クリックする

取り消したい操作を選ぶ

次へボタンをクリックする

直前の操作の取り消し

パーティションの操作を行った直後であれば、元

に戻す→○○の取り消しメニューで、その操作を取

り消すことができます（○○には行った操作が入り

ます）。

BackStepウィザー

ドをクリックする
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パーティション操作画面からの起動

BackStepウィザードは、パーティション操作の画面で元に戻す→BackStepウィザードメニューを選んでも

起動できます。

本当に元に戻してよいかを確認する

処理に成功するとこのメッセージが表示される

次へボタンをクリックする

完了ボタンをクリックする

パーティション操作

画面で、元に戻す→

BackStepウィザー

ドメニューを選んで

もよい
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ステ ッ プ ト ラ ブ ルシ ュ ー テ ィ ング 
ス テ ッ プ 

ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ング パー テ ィ シ ョ ンコマンダ ーを 使っ てい る 際に 、 ト ラブ 

ルが 起 こ る こ と も あ り ます 。 こ こ では 、 主な ト ラ ブ ル と そ 

の対処方 法を 紹介 し ます 。 

Windows NT/2000/XPへパ ー テ ィ シ ョ 
ン コ マ ンダー8を イ ン ス トールす る場合の注 

意事項につ い て教 え て く ださ い。 
Windows NT/2000/XPへパ ーテ ィ シ ョ ン コマ 

ンダー 8をイ ン ス トー ルす る と 、 既存の NTFSのパ 

ーテ ィ シ ョ ンをパ ーテ ィ シ ョ ンコ マ ンダー 8の機能で OS

側か ら 認識 で きない設 定に な り ま す 。 こ れは 、 既存の OS

を保護 す るために 行っ てい ま すが 、 既存の OSが起動 で 

き なく な る 場合 な ど が あ り ま す 。 こ れを回避 す る には 、 

次の手順を操作を 行 っ て く だ さい。 

① PCの電源を入れ る 

②パ ー テ ィ シ ョ ン コ マ ンダー 8を起動 す る 

③ Alt＋ Sキー を押す 

④ 「 Secific OS Option」 を選択 す る 

⑤ 「 Primary partitions visible on drive 0: 」 に カ ー 

ソ ルを合わせ Enterキー を押す 

⑥す べてパ ー テ ィ シ ョ ンを 「 Visible」 に す る 

⑦ Escキー を数回押す 

こ の操作を行 えば 、 問題 な く 既存の OSを起動 さ せ ら 

れま す 。 

パ ーテ ィ シ ョ ンコマン ダ ー 8を アンイ ン ス ト 
ー ル し た の に 、 起動時に BOOT2エ ラ ーが 

表示 され て し ま い ま す 。 
パ ー テ ィ シ ョ ン コ マ ンダー 8の ア ン イン ス ト ール 

が 、 正 常 に 行われな かっ た可能性が あ り ま す 。 次 

の操作を実 行 し てみ て く だ さい。 

①パ ー テ ィ シ ョ ンコマ ンダー 8の イ ン ス ト ール 時 に 作 成 

し た起動ユ ーテ ィ リ テ ィ デ ィ ス ク1でシ ス テ ムを再起動 

す る 

②プロ ンプ トが表示され た ら 「 scin」 と入力 し、 Enterキ 

ー を押す 

③ 「 Disable or Remove System Commander 」 を 

選択 す る 

④ 「 Temporarily Disable System Commander」 を 

選択 す る 

こ れ で 、 パーテ ィ シ ョ ン コ マ ンダー 8の中の 、 MBR（マ 

ス ター ブー ト レ コ ー ド） の部分が削除され ま す 。 最後に フ 

ロ ッ ピー デ ィ ス ク を取 り 出 し 、 シ ス テ ムを再起 動 し ま す 。 

パー テ ィ シ ョ ン コ マ ンダ ー8が、 コ ンベ ン シ ョ 
ナ ル メ モ リ 不足 でイ ン ス トー ルで き ま せ ん 。 
CD-ROMの中に ある ¥install¥setupを実 行 し て 

く だ さい。 

パー テ ィ シ ョ ン コ マ ン ダ ー8の イ ン ス トー ル時 
に 「ウ ィ ル ス解析警告...」 の メ ッ セー ジ が表示 

さ れ ま す 。 
こ の内 容の メ ッ セージは 、 コ ンベンシ ョ ナ ル メ モ リ 

の値が 通常値 （640KB） ではない と き に表示 され 

る こ と があ り ま す 。 た だ し 、 OSや環境 に よ っ て は、 コ ンベ 

ン シ ョ ナ ル メモ リ の 値 が 640KBでは な いこ と もあるの 

で 、 正常 に動 作 し て い る 場合 は特 に問 題は あ り ま せ ん。 

メ ッ セー ジが表示された場 合に は、 ESCキーを押 し て 

イ ン ス トー ルを続 行 し て く だ さい。 

イ ン ス ト ー ル／ ア ンイ ン ス ト ー ル関連 
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パーテ ィ シ ョ ン コ マ ンダ ーの画面が乱 れ て表 
示され ま す 。 
パ ー テ ィ シ ョ ンコ マ ンダ ー は 、 画面の解像度の最 

適値 を 自動 的 に 検 出 し て起 動 しま す 。 た だ 、 高す 

ぎる 解像度で起 動 し て しま う こ とも あ り ま す 。 その場合 

は、 次の手順 を と っ て く だ さい。 

① シス テ ムコマ ンダ ー パ ー ソナ ルの OS選択 メニ ュ ーで 

Alt＋ F11キー を押す 

② コ マン ド プロ ン プ トが起動 す る ので 、 「 CD SC」 と入力 

し て Enterキー を押す 

③ 「 SCOSW PARTITION V 0（ 最後の 2文字 は ブ イ ゼ 

ロ） 」 と入力 し て Enterキー を押す 

④パ ーテ ィ シ ョ ン操作の画面が表示され るので 、 「ス ター 

ト ボタ ン→設定 」 メ ニ ュ ー を選ぶ 

⑤設定画面が 開 く ので 、 ビ デオモ ー ドを 「 自動検出 」 か ら 

「 640× 480」 に変え て 、 OKボタ ンをク リ ッ ク す る 

Windows 95/98/Meは 2台目のハ ー ド 
デ ィ ス ク にイ ン ス トー ルでき ま すか ？ 
Windows 95/98/Meは 、 OSの制 約に よ り 、 1

台目のハ ー ドデ ィ ス ク の基本パ ーテ ィ シ ョ ンに し か 

イ ン ス トー ルでき ま せん。 

2つ目の Windows 95/98/Meを イ ンス 
トー ル し た ら 、 1つ目の Windows 95/98

/Meが隠 れ て し ま い ま し た 。 
起動ユ ーテ ィ リ テ ィ デ ィ ス ク1を ドラ イ ブに入 れ て 、 

シ ス テ ムを再起 動 し て く だ さい。 

OS選択 メ ニ ュ ー を表 示 しないよ う に設定 で 
き ま すか ？ 
パーテ ィ シ ョ ン コ マ ンダー 8を イ ンス トー ルす る際 

に、 システ ムコ マ ンダ ーパ ー ソナ ルも使用 す る 設 

定 に す る と、 パ ソ コ ンの起動 時 に OS選択 メニ ュ ーが表 

示され ま す 。 し か し 、 OSを1つ し か使わないの で あれば 、 

OS選択 メ ニ ュ ー はか え っ て邪 魔に なる で し ょ う 。 

そ の よ う な場合は 、 シス テ ムコ マ ンダ ー パ ー ソ ナ ルを 

使わない設 定 に します 。 その手 順 につ いて は 、 ス テ ッ プ 

4（ 12ペー ジ） を参 照 し て く だ さい。 

OSを イ ン ス ト ー ル し た ら OS選択 メニ ュ ー 
が表示 されな く な り ま し た 。 
Windows Meなど、 イ ンス トー ルの 際に MBRを 

書き換 え て し ま う OSがあ り ま す 。 そのよ う な場合 、 

OSの イ ン ス ト ール 後 には OS選択 メニ ュ ーが表示され 

な く な り ま す 。 

OS選択 メ ニ ュ ー を再度表示 す る に は、 MBRをシ ス テ 

ム コ マ ンダ ー パー ソ ナ ルのも のに 書き換 えます 。 起動ユ 

ーテ ィ リ テ ィ デ ィ ス ク 1で パソ コ ンを起動 す る と、 その処 

理が自動 的に 行われ ま す 。 

Windows NTを イ ン ス ト ール す る際の注 
意点を教 え て く ださ い。 
Windows NTの起 動 には OS Loaderが必要で 

す 。 OS Loaderは通常 Windows NTのイ ンス ト 

ー ルの際 、 Cド ライ ブ に コ ピ ー され ます 。 こ のとき 、 Cド 

ラ イ ブが FAT32形式 で フ ォ ー マッ ト さ れ てい る と 、 

Windows NTの イ ン スト ー ラ はその領 域 に OS

Loaderを コ ピー できず 、 イ ンス トー ルが失 敗 し ます 。 こ 

れは Windows NTが FAT32の領 域にア ク セス で きな 

いため です 。 

し たが っ て 、 既にCドラ イ ブが FAT32形式にな っ てい 

て 、 新 た に Windows NTを他の領 域に イ ンス ト ー ル す 

る 場合は 、 Cドラ イ ブを FAT16形式に 変換 す る か 、 一度 

Cドラ イ ブを削 除 し て 、 先に Windows NTをイ ンス トー 

ル し てか ら 、 Windows 95/98/Meをイ ン ス トー ル し て 

く だ さい。 

Windows NTが イ ンス ト ール さ れ ている 
環境に Windows 2000をイ ン ス トー ル し 

た ら 、 Windows NTが起動 で き な く な っ て し ま 
い ま し た 。 

OSのイ ン ス ト ー ル関連 
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Windows 2000は NTFSバ ージ ョ ン 5の た め 、 

Windows NT4.0（ ServicePack4よ り 前のバ 

ージ ョ ン ） が イ ン ス ト ー ルさ れ てい る 環境で Windows

2000を起動 す る と Windows NT4.0が NTFSバ ー ジ 

ョ ン5に 変換され る ため、 起動 できな く な り ま す 。 

その場 合には Windows NT4.0を再 イ ンス ト ー ル し 

て く だ さい。 

・ Windows2000が イン ス ト ー ルさ れ てい る 環境で 

Windows NT4.0をイ ン ス トー ルす る 場合 

Windows2000を起動 す る 前 に 、 必ず Windows

NT4.0を SP4以上に し て く だ さい。 

・ Windows NT4.0が イ ンス ト ー ルさ れ てい る 環境で 

Windows 2000をイ ン ス トー ルす る 場合 

Windows 2000を イン ス ト ー ル する 前 に 、 必ず 

Windows NT4.0を SP4以上に し て く だ さい。 

Windows 2000を イ ンス ト ール し た際 、 
ほか の ド ラ イ ブを非表示 に し ま し た が 、 

Windows 2000を起動 す る と隠 し た はず の ド 
ラ イ ブが認識 され てい ま す 。 

Windows 2000は Windows 9XのOSと はデ ィ 

ス ク の ア ク セス方法が異な るた め 、 ド ライ ブを認 

識 し て し ま う と Windows 2000側で ドラ イ ブの設定を 

保持 す るの で 、 パ ー テ ィ シ ョ ンコ マ ンダー 8での設定は 

無視さ れ て し ま いま す 。 

Windows 2000の 「 デ ィ ス ク の管理 」 にある 「 ドラ 

イ ブ文字のパ ス と 変更 」で ドラ イ ブ文字を変 更 （ 削除 ） し 

て く だ さい。 

・ Windows 2000上で の ドラ イ ブの非表示方法 

コ ン ト ロ ール パネル か ら 「 管理 ツ ール →コ ンピュ ー タ 

の管理 」 を 選 び 、 「 デ ィ ス ク の管理 」 にある 「 ド ライ ブ文 

字 と パスの変更 」 で 、 表 示 し た く な い ド ライ ブ の ド ライ 

ブ文字を削 除 し て く だ さい。 なお 、 こ の と きパ ーテ ィ シ ョ 

ンの削除は絶 対 に しな い で く ださ い 。 パ ーテ ィ シ ョ ンが 

削除され 、 復旧 できな く な り ま す 。 

Linuxをイ ンス トール し たの に OS選択 メ ニ 
ュ ー に表示 でき ま せ ん。 
Linuxのイ ンス トー ル方 法に よ っ ては、 シス テ ム コ 

マ ンダ ーパ ー ソナ ルの OS選択 メニ ュ ーに 自動で 

追加されな いこ と があ り ま す 。 その場合は 、 次の手順 で 、 

手動で OS選択 メ ニ ュ ー に追加 し ま す 。 

① OS選択 メニ ュ ーで Alt＋ Sキ ー を 押 し、 Settingsの 

画面を 開 く 

②カ ー ソ ルキー で 「 Order Add and Remove」 を選び 、 

Enterキー を押す 

③ OS選択 メ ニ ュ ーの色違いの画面が表示され る 

④ Alt＋ Aキー を押す 

⑤ Add Selection to OS Menuの画面が表示され る 

⑥ Alt＋ Pキー を押す 

⑦ Partition View/Add/Removeの画面が表示され 

る 

⑧カー ソ ルキーで Linuxのパ ーテ ィ シ ョ ンを 選び、 Alt＋ 

Tキ ー を 押し 、 Bootable Status列 を 「 No」 から 

「 Yes」 に変え る 

⑨ Escキー を何度か 押 し 、 OS選択 メ ニ ュ ー に戻る 

なお 、 こ の方法 で も Linuxを OS選択 メニ ュ ーに 追加 

で きない場合は 、 パ ーテ ィ シ ョ ン操作の画面で 何 ら かの 

パ ーテ ィ シ ョ ン操作を行 い （ サ イ ズ変更 など ） 、 その 後 に 

①～⑧の手順を再度行い ま す 。 
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その他の質問

メニュー操作画面でマウスが動きません。

パーティションコマンダー8は、USBマウスをサ

ポートしていません。PS/2マウスをご使用いた

だくか、キーボードにて操作を行ってください。

Windows 2000／XPのダイナミックデ

ィスクに対応していますか？

パーティションコマンダー8では、ダイナミックデ

ィスクから、通常のNTFSフォーマットへ変換でき

るようになりました。ただし、ダイナミックディスクは、

BIOSレベルではなくOSレベルで制御されているため、

パーティションコマンダー8ではダイナミックディスク

を操作できません。

起動ユーティリティディスク／リスタートデ

ィスクを作り直せますか？

トラブルが起こった場合、起動ユーティリティディ

スクやリスタートディスクが必要になることが多い

ので、これらのディスクは必ず作っておいてください。

何らかの原因で起動ユーティリティディスクやリスター

トディスクが壊れた場合や、パーティションコマンダー8

のインストール時にこれらのディスクを作らなかった場

合は、次の手順で作成できます。

「スタートボタン→すべてのプログラム→Partition
Commander→コンソール」を選ぶ

「起動／リスタートディスクの作成」を選び、「次へ」ボタ
ンをクリックする

画面の指示に従って、起動ユーティリティディスクとリスタ
ートディスクを作成する

パーティション操作を間違えてしまいました。

パーティションを操作する際に手順などを間違え、

思い通りの結果にならないこともあります。その

場合は、BackStepウィザードを実行して、操作を元に

戻してください。BackStepウィザードの使い方は、ス

テップ21（41ページ）を参照してください。

ただし、操作の内容によってはBackStepウィザード

が使えないこともあります。パーティションの操作は慎

重に行ってください。

パソコンの起動時にBOOTエラーの画面が

表示されます。

パーティションコマンダー8本体がインストールさ

れているパーティションをフォーマットしたりする

と、パソコンの起動時にパーティションコマンダー本体
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が見つからなくなり、BOOTエラーの画面が表示される

ことがあります。

このような場合、パーティションの一覧の中から、

Windowsが入っているパーティションを選んで起動し

ます。Windowsのパーティションをフォーマットした場

合は、Windowsを再度インストールします。

Windowsを起動したら、パーティションコマンダーを

インストールし直します。インストールの手順は、ステッ

プ3（10ページ）を参照してください。

BOOTエラーの画面

索引

空き領域と未使用領域の違いは何ですか？

空き領域とは、ハードディスク上でパーティション

が割り当てられていない部分のことを指します。

パーティション操作の画面では、空き領域は灰色で表示

されます。

一方、未使用領域とはパーティションの中で使われて

いない部分のことを指します。たとえば、5GBのパーテ

ィションのうち、ファイルやフォルダで3GBを使用してい

るとすれば、残り2GBが未使用領域になります。

アルファベット
BackStepウィザード 7,41

BigDrive 6

BIOSのMBRチェック機能 9

BOOTエラー 46

BOOT2エラー 43

ext2 16

ext3 16
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FreeBSD 16

Linux
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